
令和７年６月 30日 

令和７年度北海道札幌高等養護学校「作業学習体験会」の御案内 
 

１ 目  的 

作業学習の体験を通して、中学校３年生の生徒及び保護者が適切な学校・学科選択を行うための

機会を提供する。 

 

２ 対  象 

以下の条件を満たしている中学校３年生（中学校を卒業した方を含む）とその保護者。 

（1） 作業体験会前に本人・保護者ともに本校の見学を終えている方、または、本校の教

育相談を終えている方 

(2） 本校を進路先として検討している生徒と保護者 

 

３ 日時及び定員 

日 に ち 時  間 各 日 定 員 

令和７年９月 17日（水） 9:20 ～ 12:00 
農 業 科：７名 

窯 業 科：８名 

木 工 科：６名 

家庭総合科：６名 

クリーニング：６名 
令和７年９月 19日（金） 9:20 ～ 12:00 

 

４ 場  所 

北海道札幌高等養護学校 体育館、各実習室（受付は玄関ホール） 

 

５ 日  程 

時 間 主 な 内 容［場 所］ 

９：20～９：45 受付、トイレを済ませて体育館へ移動        ［玄関ホール］ 

９：45～10：00 開会式、作業体験に関わる諸注意            ［体育館］ 

10：00～11：30 各学科に移動、自己紹介、作業学習体験        ［各実習室］ 

11：30～11：45 作業学習の振り返り、質疑応答            ［各実習室］ 

11：45～12：00 体育館へ移動、アンケート記入、閉会式         ［体育館］ 

＊２日間共通の日程 

６ 参加申込みについて 

(1) 生徒（中学校卒業生を含む）と一緒に保護者の方の参加を基本とします。保護者の引率が

難しい場合は、保護者の代わりに教員の引率が可能です。兄弟姉妹の参加は御遠慮くださ

い。 

(2) お申込みは在籍学校を通してください。 

(3) Googleフォームを使用し、右のQRコードか以下のURLから申し込んで 

ください。        https://forms.gle/4Yst8YND2w7go5Tz8  

 

(4) 申込期間は令和７年７月７日(月)午前９時から７月16日(水)正午までとします。 

 期間外の申込みは受付をいたしかねますので、御了承ください。 

 (5) 定員を超える申込みがあった場合、抽選で参加者を決定させていただきます。参加の可否

については、７月23日（水）までにメールで御連絡いたします。 

https://forms.gle/4Yst8YND2w7go5Tz8


７ 共通の持ち物と服装 

 (1)上靴、外靴を入れる袋、筆記用具、ハンカチ、ティッシュ、飲料水。 

 (2)動きやすく、汚れてもよい服装（ジャージ等が望ましい）。気温に応じて服装を調節できる

よう準備をお願いします。着替えの場所は、御用意できません。 

(3)荷物は、自己管理となります。 

 

 

８ 各学科の作業体験の内容、持ち物 

作業内容は状況によって変更になる可能性があります。 

別紙「令和７年度 北海道札幌高等養護学校 作業学習体験会 学習内容と持ち物等につい

て」をよくお読みの上、お申し込みください。 

学科 主な作業内容  

農業科 野菜の栽培管理（収穫、除草） 

別紙「令和７年度 北海道札

幌高等養護学校 作業学習体

験会 学習内容と持ち物等に

ついて」を御確認ください。 

窯業科 花型皿の製作 

木工科 
小物製作（小型機械での部品加工、サンド

ペーパー研磨、レーザー彫刻） 

家庭総合科 紙すき作業（紙すき、仕上げ） 

クリーニング科 清掃とじゅうたんクリーニング 

 

 

９ 当日について 

(1) やむを得ず欠席される場合は、中学校を通して御連絡ください。 

(2) 路上及び前田森林公園への駐車は御遠慮ください。 

(3) 申込みがない方は当日作業体験会に参加することができません。 

(4) 体調不良の方は、来校を控えていただくようお願いします。 

(5) 作業体験中は、保護者は他学科を自由に見学できますが、生徒が体調不良になったり、落ち

着かなくなったり、作業が難しくなったりした場合などにおいては、引率された方に対応し

ていただきますので御承知おきください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
札  樽  自  動  車  道 

【 お問い合わせ先 】 

御不明な点がございましたら、下記宛に御連絡ください。 

 

北海道札幌高等養護学校 
     ＴＥＬ 011-685-7744 

ＦＡＸ  011-685-7745（担当:支援相談部） 


